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○１２月２７日～ 

 

 今週は週初めと週終わりは休場となる国も多く、指標発表も少なめです。 

為替相場は年末に大きく動く可能性は少なそうですが株価はまだ動くかもしれないのでリ

スク管理は年末年始もしっかりしておきたいです。 

日本株は、３０日が大納会、４日が大発会となっています。 

来年は米国が利上げと量的引き締め（ＱＴ）を実施する可能性が高く、マーケットは大き

な転換点を迎えることが予想されます。 

世界的に金利上昇局面に入ってきそうなので、各通貨の動きをしっかり追いかけたいです。 

また、ロシアとウクライナなど地政学的リスクについてのニュースも注意がいります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１１４円台で反落してきた場合、１１２．５円あたりをネックラインとする三

尊のような形を描くため１１２．５円割れの動きには注意がいります。 

上値は１１４．６円を超えると再度１１５．６円の今年の高値をトライする動きに期待し

たいです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は今月上旬の下落から値を戻し、上昇しています。 

高値買いは避けて、押し目買いを狙っていきたいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１１月鉱工業生産などがあります。 

米国では、１０月ケース・シラー米住宅価格指数、１２月リッチモンド連銀製造業指数、

前週分新規失業保険申請件数、１２月シカゴ購買部協会景気指数などが発表されます。 

ほかには、ロシアで７－９月期ＧＤＰ（確報値）、中国で１２月製造業ＰＭＩの発表などが

あります。  


